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知覚の成立と誘発電位

知覚の成立と誘発電位

古塚 孝

概要

本論文は、後知覚情報処理過程を電気生理学的に分析しうるか否かを検討する為の試論である。

視知覚情報処理過程を、入力処理にかかわる input reading段階と入力に対する生体の反lt;・

入力の記憶化にかかわる reading out段曜に分け、 re a d i n g 0 utの活動状態の示擦と

して、誘発電伎の後期成分である P3を選び、 percept の産出一即ち re a d i n g 0 u t-の

相違りみがP3に民決するかを実験的こ検討し九結期入上の仮説を支持すると思オオもる。しかしながら、誘

発電伎な示擦として用いる事には多くの広灘があり、その憩朱ですまなお多くの検討すべき余掛:存ずる。
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第 1主主 序

1 - 1 はじめに

頭皮J二導出誘発電位は、 Computorの導入により簡単に多相性の波として記録されるように

なった。しかしながら、その波が何1を示すかについては、依然としてまだ明らかでない。通常、誘発

電位は皮質神経細胞群の集合活動電位の示擦であると考えられているが、持経締約をとりまくグりア
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細胞の集合電伎の可能性も存する。 (Riggs 1969)。つまり誘発電位(おP)ii，当該皮質

領域での電位以外の電位郎ち雑音(例えば、運動電位・限球運動電位・筋電図・緩電位 et c. )を

とり除きさえすれば、たとえば視覚誘発電位はうまくとれるといったものではなく、 EP本来に含ま

れる諸問題の解決がせまられているのが現状である。この意味で誘発電伎の研究は、ひとつの反省期

に入っており、最近多くのReviewがなされるようになった。 (Donchin& Lindsley1969 

Regan 1972、Riggs1969、Mackay& Jeffreys 1972)。誘発電位本来の諸問題とは次の

如きものである。① ある成分の振憾の増大は、その戒 をつくる generatorがより大きく活動

した事の結論なのヵ、それとも他の generatorsが活動をやめた結果、その generatorsの活動

がうかびあがって来たと考えるのかという問題。@ ある成分の潜時の遅れは、ある generators

の活性化が遅れた結果なの治、それともそのgenerator:sは活性化せす二それにかわる他のgenerators

活性化した結果なのかという関誌@一体誘発電伎のあるひとつの成分には、ひとつのgene r a to:r:b'対応

するのか。それとも稜々のgeneratorsの重量として考えるのがよいのかという間態etc・0

しかしながら、それ以前の初歩的問題が生じている。それは、誘発電位の個人間・偶人内変動性

という問題である。 Lindsley(1 969)はこの点について言及し、第 1に億人内一貫性、 第

2に個人間類似性を示標として、誘発電位の後期成分(非特殊的反応〉のみが信頼できるとしている。

彼は、刺殺on後100msec以内の潜i待の初期成分は、個人内一貫性を現状では保ちえないので、

その成分の分析は行っても無駄であると提言言するのである。

ところで、 Lindsleyに従って誘発電位が安定的にとりだせたとしてもそれが一体実験で用

いた独立変数に対応して、従属変数として変動するカミという問題も存する。例えば、 Harter達はチェ

アクサイズを独立変数としそれに対応して視覚誘発寵伎が変動するかを検討する実験を行ったが、結

局チェックサイズが独立変教として作用せず、刺戟の鮮明度がチエ Yクサイズ場面できいてくる事を

明らかにしたにとどまった (Harter& White 1968、 19 7 0 、Hat e r 1 9 7 0 、

1 9 7 1 )。叉Har t e r & Wh i t e ( 1 9 6 8 )の視覚誘発電位を詳細に検討すると、例えば、

潜在寺 10 0 ms e cの成分は、等質光では正へのふれで、チニl:.'7カーボード宏鮮明に提示したら負へ

のふれとなる。これはHarterの刺戟提示が 10μsecフラッシユによる事を考慮すれば、単に、等

蟹光による視覚誘発電位と、チニl:.'7カーの線の網諜的位置の相違による視覚誘発電位の変動をとった

のみという事になる (Jeffreys& Axford 1 973)。とすれば、チニl:.'7グサイズは、彼の

実験状況では、独立変数として、視覚誘発電位にかかわっていないといえる。

以上、誘発電位の研究の現状を考察したわけであるが、当閣我々はLindsleyに従い被験者

内の一貫性・被験者間の類似性を示標として誘発電位の各成分についての信頼度の検定を行って来た。

そこで我々は、本研究室での実験条件下で、潜待200msecの負成分 (N2 )と潜時 300msec

の正成分(P 3 )が安定してとりだせる豪雪ピ示し得た。本研究のa的は、これら両成分が視知覚情報
処理にかかわってどのような変動を示すかを検討することにあるO その為、この両成分についての研

究をRevi ewし、そこから仮説をとりだし、実験を行うこととした。

1 - 2 仮説

ある対象の知覚とは、網膜における刺戟受容から始まり perceptの産出に終るものであるか

ら、それは記憶・概念化作用、そして反応動作系を含むmechanismとして推定しなければな研工

no 。。
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いu Ha b e r ( 1 9 6 6 )は刺戟入力の内的受けとり態勢との対町、で考えられてきた set概念を撫す

する中で、刺戟の情報処理過程のモデル化を試みている。彼によれば、ある車J]戟に対する setを被

験者に形成させた時、その東JJ軟に対する反応、時間が卒くなったり、報告の正穣度が増したりするのは、

刺戟の enco d i ng段階における促通現象(みえがよくなる et c， )によるのではなく、反応の側、 郎

ちdecoding段階における促遜現象によるとするのであるのつまり、多くの東u戟に対応して

各反応、をしなければならない時、各反応、関でのみ二子渉が生じるので、各刺戟に対する反応、の瀬序を決

定し、そのII鼠序で反応していく事による反応の正確度の低下を setの効果とするのである。ぎいか

えれば、 pe r c e p tの君主出までの過程で、刺戟の記憶化過程、刺殺に対する反応段階に setが干与

するのである。

刺戟の encoding段階で、我々は、普通覚えられるより以上の多くの bi t sを把持できるo

この現象はShort term memoryと呼ばれている CSperling1969.、Haber1966 )。

例えばAverback & Sperl ing C 1 9品 8)によれば、五コ、 6コ、?コ、 12コの文字を 50 

msecから 50 0 ms e cまで提示し、刺殺提示後できるだけ多くの文字を報告するように教示する

と、被験者は 4~5 個の文字しか報告しえないが、 1 8簡の文字を 50 ms e c提示し、その後。

msecから 10 0 0 ms e cに報告すべき文字令指示する示標を提示してそれを報告させると 16胞

の文字が報告しうる形で把持されているとのdataがある。この事は、ある刺戟の perceptの産出

口刺戟の記憶化・反It化は、他の刺載の Short term memory~消してしまう事を意味する。

つまりある perceptの産出は、他の入力のきりすでを必然、的に含むのである。

ところで誘発電位は、刺戟提示によって誘発された脳内活動の変動を示すものだから、刺戟の

encodingから decodingまでの過程の示標と考える毒事ができる。我々が本実験で取り扱う視

覚誘発電位N2C潜時 14 O~2 OOmsec)P玉(潜特約 30 0 ms e c)は、知覚の成立をもたら

す締内の処理過程のどの部分を示しているのであろうかoDonchin逮は CDonchin & 

Cohen 1967、D0 n c h i n & Sm i t h 1 9 7 0、Smi t h e t a 1. 1 9 7 0 )、 EP
の後期成分即ちP3が、選択的注意と相模があることを見出した。つまり被験者にとヲて task

relevantな東日戟のP3成分は、振繍を増大さぜるというのであるotask relevantな刺戟と

は、その刺戟に対して被験者が反応を要求されている刺戟であり、 task i rrelevantな刺戟と

は、 taskとは無関係な noi s eとしてはいってくる刺戟をさすのだから、この奈は、 perceptの

成立した誘発電位と、 perceptの成立しなかった刺戟の誘発電位の比較をDonchin達は行った

と蓄えよう。そしてその持、 N2は、 taskirrelevantな刺戟の誘発電伎でもみられる。この

事はN2 が ~hort term memory=input readingの示標であると仮説しうる根拠とな

る。そしてP3は、 Short term memoryから特定の東IJ戟をひきだし、その糾戟を記憶化し、

その新戦への反1'tに結びつける活動=readingoutの示標であると仮説する。(仮説 1) 

ところで、脳内での刺戟処理は、 SokolovC1 963)を待つまでもなく、松波(EEG)を

示標にすると、刺殺の入力による賦活の上昇から定常状態への復帰として考えることができる。とす

れば、索IJ戟の処理効率の~さ、反吃、時間が短くなる事には、賦活レベノレの変動も二子与していると考

えられる。 Mor r e 1 1 & Mo r r e 1 1 C 1 9 6 6 )、 Donchin & Lindsley (19る6) 

は、 Vigilanceの実験を背景に、賦活の下砕・上昇と反応、時宿の遅・速を関係づけ、刺戟提示時

の賦活状態、が高い持が低い時と比較して、反応、時間の短縮と誘発電位の振幅の増大た結果するとして

いる。
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ところで誘発電位の振幅の増大は賦活の上昇のみがその際問となるのではない。例えば

D 0 n c h i n & Sm i t h ( 1 9 7 0 )は、 task relevantな刺戟の誘発電伎の振輔の靖大が、

料戟提示前の賦活の状態に依存しているかを荷くる為、脳波の周波数分折を行った所、刺戟提示前の脳波

で示される賦活状態は、 relevant東IJ戟と irrelevant刺戟で差はない事を確定しているo又

P 0 s n e r&  B Q i e s ( 1 9 7 1 )は、反応時間の研究に encoding概念を導入し、賦活を上

昇させる効果をもっ警告音を反応時間場面に先立って与えても反応時間の短絡化は得られるが、同時

に、反応すべきか夜かを決定する刺戟内容宏先に与え、 encoding時間を反応の前に保俸する時も

反応時間の大鱗な短縮が得られるとしているoKa r 1 i n e t a 1. (1 9 7 0、 19 7 1 )は、尻町、

時間の遅速と誘発電位の関係者ど調べた所、 N2、P3成分の振聴が大きいほど反応時開が早くなる事を

認めた。叉彼らは、選択反応場面で、反応すべきでない刺戟(Sー〉のP3が有意に増大する事も認

めた。この事は、 P3が賦活の示擦であるばかりでなく、刺戟の処理内容・反応内容の示標であると

いう事を示すと患われるoRitter & Vaughan ( 1 969)は、 P3が、困難な弁加を被験者

に行わせる時増大する事を見出した。叉Vigilance条件では、検知しえた索IJ戟の誘発電位には

P3が存し、検知し得ない刺戟の誘発電伎にはP3が存しない事を見出した。以上、誘発電伎のP3成

分が、 reading outの示標になりうる事を考察したが、次に我々は、 P3が脳内における制執り

代替物、 representationの成立と安定化の示標と考えられるかどうかについて考察する。

Sutton et al.(1965， 1967)は、音刺戟と光刺戟がランダムに提示され、

者:光二、音:光口.3の時tこ、音と光の誘発議位を比較した既束j撤モダリティーの柏呉にか

かわらす筒誘発電位~c.p3が出現」京臓の出現確薄利品、ほどP3が大きくなる事を示し九又Sutton

( 1 969 )は、高い音と低い音をランダムに提示し低い音の出現確率と低い音の誘発電位との関係、

を調べた所、出現確率が低下するほどP3の振幅は増大する事宏認めた。その時、低い音の後、たま

たま低い音が続く場合の、後の音の誘発電位は、低い音の出現確率と無関係にP311.，小さい振憾に

とどまる事を示している。この事は、 P3が定位反応成分であると考える事の可能性を示唆するO

Ritter & Vaughan (1968)は、同じ東i蹴を一定間隔で(つまり出現が完全に予測しえる

形で〉提示し続ける時、 P3が消滅するばかりに小さくなる事からP3は定位反応成分だとしている。

しかしながら定位反応は Hおやーなんだ反射11 としてのみ考えるのは妥当ではないO なぜなら、定位

反応は、ある刺戟の処理が済んだ後、同じ刺戟が入力する時は生じないで、違う刺戦が入力する時も

しくは同じ入力であっても、その入カの違う特性に被験者が注目した時、生じるのだから、定位反応

そしてその後の慣れ (habituation)は、脳内における刺戟の代替物=represantation

もしくは、刺戟の記憶痕跡の成立とその安定化を示す現象ととらえてよい。それゆえ誘発電伎のP3

成分』土、脳内における刺戟の代替物の活性化の示様であにその主語版は活性化に要するエネルギー量

を示し、その潜持は、射戟入力から、刺戟代替物活性化までの時間を示すと考える。(仮設 2)とす

ればSutton遠の dataは以下の如く考える事ができる。刺戦が入力し、その刺戟について一度

read outされると、却ち脳内における刺戟代務物が活性化すると、その活性化は長く続き、その

後間じ刺戟代替物が活性化する場合、活性化に要するエネルギー主主は少くてすむ(P 3の振幅は小さ

い〉のである。

Klinke etal・(1 968 )によると、振動刺戟を三つ組(一定開隅〉にしてくりかえし提

示中、時々三つ組の 1つの刺戟が省略されるようにし、省略された待の誘発電位をとると、 P3が生

じるとしている。(潜時が 100msecおくれる。 )Weinberg et al. (1970)は、脳内

90-
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に微小電極を埋め込んだ被験者を用い、被験者が刺戟がでると予測した時、実際に車Ij戟がでなくて

も、微小電機からとった誘発電位にP3が生じるとしているO 叉Sutton et aJ.(1967)は、

グ))'yグが二発出されるかどうかを検定する事を被験者に要求した時、二発自にク))'yグが出なかτコ

た場合でも、ニ発自に対応する P3が生じることを報告している O この事は、脳内における刺戟の代

替物・記憶痕跡の、解発8が刺戟入カと相対的に独立して生じ得る事を示すと考えられる。そしてそ

の示標は、 Pるが刺戟入力のない状態で出現する事である。これらの実験状況で共通して蓄える事は、

①被験者が刺戟は出るものと 1009も予測している状況、叉は、仕事として予測している事。②その

東IJ戟の出現の時間関係が定まっている事。@一番大事な事だが、提示省、略の前に、充全に、その束Ij戟

の脳内代替物が形成されている事である。とすれば、刺戟入力のない場合の誘発電{立にP3が存する

事は、脳内において刺戟の代替物が、時間営手がかり刺殺として活性化したといえる。この事象をき

して、私達は、 John ( 1 9 6 7 )に従ぃ、 memory traceのread outが生じたことの示

標としてP3の出現をとらえる事?こするo

ところでmemory traceの活性化は、外的利戟入カと完全な独立性を保っているわけではな

いoHillyardet al. (1971)は、調値スレスレの東Ij戟を出し、その時刺戟がでたかどう

かの報告と誘発電位の関係を調べた。彼らは、刺戟の存否と報告を次の四条件にわけその時の誘発電

伎の比較を行った。 Hitーすなわち刺戟は出たと被験者の報告があり、実際に刺戟が出ていた時。

False alarmγ.巾 IJ戟は出たと幸報員告はあつたが実際には刺戟は出ていなかつた罪持寺。 Corr記ct 

rejection時刺戟はでないと報告があり実際にも刺戟はでなかった場合。 Miss山刺戟はでないと

報告はあったが実際には、刺戟は出た時。この四条件で、 Hitの誘発電位でのみP3が出現した。そ

してHitで出現する P3の振幅は、検知率の増大にともない大きくなる事を示した。しかし、 P3の

増大は 90%の検知率までで1臼 0%の検知率になるとP3の振綴は 90%の時より小さくなる。

Hillyard達は、検知率の増大を刺戟強度をあげる事によって行っている。もしPろが完全に刺戟

入カと独立しているならば、 False alarmでp3が出現してよいはずで、ある。 Fa1 se alarm 

でP3が出現しないのは、 Hi1 1 Y a r d達の実験条件による。即ち、閣僚スレスレの刺戟では、充全

に脇内における刺戟の代替物が成立し得ないのである o Ha b e r & He r s h e n s 0 n (1 9 6 5 )は

闘値下刺戟でもくりかえし提示すると Perceptの産出すなわちみえてくる事を示した。とすれば、

Hillyard遣のdataで束Ij戟強度が増大する事による検知率の増大の結果として生じる P3の橋大

は、脳内における刺戟の代替物の成立が、刺戟入力の加算化によって生じてくるという事を示すと仮

説しうるe 奮いかえれtえ P3が刺戦入刀と相対的に独自に作鼓jし夢るのt入それ以前に脳内におけ

る刺戟代替物が充全にできあがっている事が必要である。

ところで、一方N2成分は、刺戟入力との対応性が強く、 、habituation"に抗するカも強

い。我々は条件づけの手法を用い、 CSとしての弱い光宏 4秒間提示し、その後ucsとしての強い
光を 1秒間提示した持、 CSのP3が、条件づけの獲得に従って潜待のズν叉は振縞の減少すること

なみつけたが、一方N2成分は安定し増大化する事がみられた。叉、 Ford et al ベ19 7 3 ) 
によれば、二種類の聴覚事IJ戟・二種類の視覚刺殺をランダムに提示し、その一つに注意するように教

示すると、注意、した当該刺戟の誘発電位で、 N2、P3共に増大が生じ、同じモダ Uテイの非当該刺戟

はN2の増大のみ。違うそダPテイの非当該刺戟の誘発電位は、 N2、P3共に小さいといろ dataを

得た。

以上の事により、 P3は刺戟の脳内における代替物J'lsもmemory traceのreading out 

に関係する脳全体の反応の示標であり、 N2は刺戟の input readingに対略する示擦であると
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仮説する。

1 - 3 実験仮説

本実験では、脳内における刺戟の代替物の活性化=perceptの産出と考え、伺がみえたかに

ついての報告が同じ場合、同じ代替物が活性化したとし、違う場合、違う代替物が活性化したと定義

する。実験は、第 1刺戟を、 perceptの産出に十分な持続待問で提示し (P3の潜時十約 10 0 

ms e c)それに続いて第 2刺戟を提示する。その時、両刺戟の代替物関の相互作期を第 1刺戟のP3

と第 2車Ij戟のP3の振幅を示擦として分本斤ずる。第 1刺戟はルピンの反転図形の右半分を提示し、第

2刺戟はノレピンの反転図形の全体である。(ルビンの反転図形としたのは、問じ物理的配置をもっ束Ij

戟が、違う perceptを産出しうる条件を作る為であるo)この持、①第1制裁と第 2東IJ戟がi司じ

perceptを作る待。②第 1刺戟が第 2東1¥執の部分という p骨rceptを生じさ役、第 2束1¥戟の提示

で始めて完全な percetが産出される待。③第 1刺戟の perceptと第 2束Ij戟の perceptが全

く違う待。の 5条件での第 2刺戟のP3の振幅は③'>@>①となると仮説する。又第 1刺戟と第 2刺

戟のP3の振憾の比は、①>@>③と仮説する O

実験zでは、同じ刺戟状況で、第 2刺戟の perceptの栂呉を慕にして誘発電位の加算を行い、
第1刺戟の P3と第 2刺戟のPるを示擦として、 perceptの椙異が誘発電位に影響を与えるかをみ

る。第 2刺戟のperceptの報告が H盃 Hの場合と、 H両側の顔 Hの;場合で、第1刺戟のP3と第2

刺戟のP3との相互作用の度合が還ってくると仮説する。

第 2章方法

2 -1 実験装置

光刺戟提示の為の装置は次の如くである。防音務室内に縦6Ocm、検8日cmの投射面宅どもつプラ

スチックドームを被験者の前方8 Ocmにすえつける O これが刺戟提示題である。刺戟はキセノンラン

プを光源としたスライド投射器で刺戟投射閣に提示される。刺殺提示時関、制戦間関摘は、三三栄測器

時間制御認が一定待問矩形波を出し、それが日本光電製光刺殺発生装寵を駆動させる事により行っf七光

東i蹴発生装寵t土、矩形波のoniJミらof fまで45コ/se cでキセノンランプを発火し続ける。第1京総初，420

ms告 c提示されそのoffと同時に第2東臓が60Oms e c提示される場合は持品喰i踊齢、光東l持た発生装置

を2綴用いて時間制御器Aが42 0 mse cの矩形波を出し、その矩形波の of fと同時に時間制御器

Bが60日msecの矩形波を出すように設定した。凝視点は、縮室内に東芝フォト・ダイオ『ドNO

J 0 2を内蔵した投身す器をとりつけ提示した。凝視点は直径5棚の赤い円である。

2-2 刺戟条件

A業i織は、ルピンの反転図形の右半分で、左を向いている顔にみえる。 B刺戟は、ルビンの反転

図形の全体で、査又は向いあったふたつの顔にみえる。 C刺戟は巣地に自く浮きでたフクロウであ

る。図 2-2-1は、 A東IJ戟、 B料戦、 C東iJ戟を闇示したものである。
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図2-2-1 車l織図形

B刺戟一最大横幅 16.2 c m、 最大縦幅 14.2cm

C刺戟一最大横幅 8.8 c m 最大縦縞11.2 cm 

A刺戟一最大横縞 8.1 cm 最大縦縞 14.2cm 

(いずれもドーム投受す童話での大きさである)

2-3 脳波・誘発電位記録法

脳波用銀盤電極左左後頭〈⑦01 )、 Vertex(⑤Cz )、左Jt染(⑪〉右ヰ染(⑫〉左絞険

(③)、左限上(①)、左限下(②)、右限験(④〉、にベンドナイト糊で装着し、ばんそうこうで

押える。電極!底抗は 10 KD.以下におさえた。脳波は日本光電製 13チャンネノレ多用途磁波計で計測

した。脳波計の第 1チャンネノレー上下眼球運動(母一②)、第 2チャンネルー左右限球運動(@一面

)、第 5チャンネル-Vertex単極誘導(⑤一⑬)、第ヰチャンネル左後頭Vert e x双極誘導

(⑦一@)、第6チャンネルー在後頭単極誘導(⑦ーω)とした。刺戟提示は、脳波記録上にマーカ
ーで記録した。誘発電位は上記の王手桑を連結した上で¥左王手采を不関電極として、 Vertexと左後

頭の単極誘導脳波を、刺戟提示を~す矩形波と共に、 TEAC製R 5 1 OFMテープレコーダーに記録

し、実験後日本光電製ATAC2 0 1に入れてとった。 ATAC2 0 1の入カ調整は、 ATACのオシロ

スコープj二で 1.5cm=5 O.(LVに 32罰加算でなるように設定した。分析時間は 1秒である。叉加算を

off-l ineで行う為、各実験の始めに50μvの標準電圧をテープレコーダーに入れた。誘発電位

の記録は、理研製のX-YRecorderで記録した。安定した誘発電位を得る為、実験中次の事に

L. tc.o 

①刺戟提示は、被験者の脳波が;J波の時のみ行い、これに失敗した時、郎ちd波の出現時に東IJ戟

が提示された持、この試行は、誘発電位の加算に加えない事とした。

②限球運動をなるべく少なくする為凝視点を提示し、かっ、刺戟提示中はiまばたき・限球運動
をしないように教示した。叉車IJ戟提示待問を誘発電位の分析時間と等しくする事により、眼球の反誌

を最小限にするように統制した。刺戟提示中に上記の限球運動・まばたきがある符は、その試行を加

算に加えない事とした。

⑨首・頭等の筋肉に力安入れないように教示し、脳波に筋電閣がまじらないようにした。それに

もかかわらず、筋竜函が混入した試行は加算に加えない事にした。

被験者が上記三条件含守れない試行が重なると、 2----3分の休憩を与えた。誘発電位の記録を、

1 0密目、 20回段、 32回目毎に行い、安定的に成長する波のみを誘発電位の成分とした。

2-4 実験手続

被験者の健康状態・視力・睡眠時間等を質問し、記録した後、脳波間電磁を装着する。電滋シヤ

へイ、防音務室内の安楽椅子に被験者を坐らぜた後、凝視点と刺戟を提示して、それらが見やすい位置

に椅子の高さと姿勢安調整する。問時に、脳波記録に筋寵障がでないように替の位置を決定した。そ

の後開眼させ、室内のランプを消し、 5~1 0分間の碕11鼠応を行わせる。この時点から赤い凝視点は
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ずっと点灯しており、実験の終るまで提示され続ける。暗順応後被験者に、開限し、凝視点をみるよう

に教示する O 又、体をリラックスさせる事、特に刺戟提示中は、昔、体にカを入れない事、まばたき

をしないように教示した。

‘'" れ鳴。

実験は次の系列瀬序に従って行った。系列の始めにはいつも凝視点と刺戟の位費関係を調書生し

系列 刺戟種類 提示時間 (msec) 凝視点 試行回数

1 B 註 1 B-1000 額註 5

2 B B-1000 鼻註 d 4 5 

五 A 註 2 A-1 000 鼻 4 5 

4 A A-1 000 額 4 5 

A- 4 2む
額5 A-ゅB註 5 4 5 

B- 6 0 0 

A- 4 2 0 
鼻6 A→B 4 5 

B- 600 

A 420 
鼻7 A→C設4 4 5 c- 600 

A- 420 
8註7 A→B 額 4 5 

B- 6 0 0 

会一 4 2 0 
額? A→B 4 5 

B- 600 

A- 420 
1 0 A→B 額 4 5 

B- 600 

く註〉
1) B~対戦ーノレピンの反転図形全体

2) A刺戟ーノレピンの反転図形右半分の顔

3) A→B とは A )\ilJ戟ã: 420msec 提示しその off と何時に B~対戦が 600msec 提示される。

4) A吋 Cとは、 A→Bの昔前j戟の出し方でBにかわってC刺戟z ふくろうが提示される。
5 ) 額とはノレピンの反転図形の顔の額の高さの所で雨額の中央に凝視点が提示される纂を言う0

6 ) 鼻とは設5と{湾じ条件で、凝視点の位慣が舜の先の締役言う。

7 ) 第8系列以降は各試行毎にB刺戟が還にみえたか、顔にみえたかを開く系列である。報告は、脳波記

録と問符にFMテープレコーダーに入れ、誘発事軍佼加算時の姦準とした。

第 1系列から第4系列までは、 A叉はB刺戟を単独提示する系列で、第5系列以降のA→B継時提示

による誘発電位の基準にする為に行った。試行間開橋は 1秒--..，5秒であり、 1系列が終ると被験者に

終ったむねをつたえ、 2--...3 分の休憩をとった。第 5~.第 7 系列は、刺戟提示。 n間関摘を 420

msecとし(これは、第 1刺戟の P3が出現してから第 2束IJ戟が提示される事を保証する為)、第 1

刺戟としてのA刺戟 (duration 42 Omsec)、第 2刺戟としての B叉はC車IJ戟 (duration

600msec)を提示する系列である。この時、 A東Ij戟である右側の顔はB刺戟の一部分である右

側の顔とピアタ F重なるようにした。それゆえ、みえN としては、 "B刺戟の半分が第 1刺戟として

出てその後、 B刺戟の全体が第 2刺戟として出る H という報告になる oA→C系列では、 A東Ij戟と C

車IJ戟は重ならないoA刺戟が出てその後関係のないC刺執がでたという、みえHになる O凝視点の位
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置をかえたのは、その事により、顔・盃のみえ方郎も反転率に差が生じるからである。

第 8~第 1 0系列では、一回毎にB来日戦に対する、みえ Hが査とみえるか顔にみえるかを

報告させた。この報告は必ずしも簡単ではないので心理学を研究するものを襖験者とし、かなり

sophisticateした報告をするように教示した。

第 5草案結果

3 - 1 単発刺戟の誘発電位

図3-1-1は、本実験で得られた左後顔部視覚誘発電位の模式図である。視覚誘発寵位(以下、

VEPとする。〉の成分は、潜時 10 0 ms e cの正成分(P 1 )、潜持 120~200msec の負成

分 (N2)、潜待 30 0 ms e c士70msecの正成分(P 3 )である。本実験で示擦としたのは、主と

してN2-P3のpeak to peakの振幅である。(様式図では、 Cで表わされる。又、 N2、P3

の潜時も附髄的であるが示標とした。)(模式閣では、 N2の潜持=b、P3の潜時三三aで表わされる)0

N2、P3の同定は非常に困難な場合もあったので、漸定的に次の基準を定め、先に潜時の間定を行

い、これを基準にして、 N2-P3のpeak to peakによる振幡宮測定するという方法をとっ

た。

基準 1、原則的には、分析時間 1秒のVEPの負の最大peakをN2とし、正の最大 peakを

P3とする。

基準2、第1刺戟と第2刺戟を継時提示した待の第 2刺戟の誘発電位において生じる事だが、

N2叉はP3が基準1に従うとピークが 2つ以上もしくはプラートになる場合、ピーグが 2つ以上あ

ってどちらとも決められない場合、単独提示した時に得られるN2、叉はP3の潜草寺に近いものでか

つ、加算10回目、 20回目と成長する成分で特に 1日間窃でその存在が認、められる成分の方をN2、

P3と定めた。叉、プラトーなピークを作る場合は単独提示の時の潜時の部分を、 N2、P3のピーク

であると認定した。(単独提示の待は、ピーグが複数叉はプラトーにならなかったので、同定は比較

的街単であった。)

鴎3-1-2は、 5人の被験者についてA刺戟叉はB刺戟を 1秒単独提示した時のVEPであ

る。 A刺戟のVEPは点、線、 B車Ij戟のVEPは実線で表示し、各被験者毎に重ね書きした。 A束Ij戟と B

刺戟のVEPにみられる差は、 VEPの成分P1、N2の潜時のズレとして生じるo(S. K. 1 0 

ms e c、M. H. F. 4 0 m s e c、は H. 3 0 ms e cの潜時のズレがあり、 B車Ij戟の方がA東IJ戟よ

りも潜時は短い。 )p3 成分については、 B 刺戟よりも A刺戟の方が潜時が短くなる。 (M~ H. 

ではそうではない。)
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図 3-1-1 VEPの模式図

p与

N， 
100 200 3∞ 初日 6Cu 

図3-1-2 A叉はB束IJ戟のVEP

教青学部紀婆第 23号

000 1，0αJ 
msec 

図3-1 -1 AWiJ戟又は8見事i戟
を単独1秒間提示した時のVEPの様

式凶。 VEPの成分として、 P1、N2、

P 3が認められるo aはP3の潜待。

b はN2の潜待。 cはN2-P3の

peak to peakの振幅であ

る。上が友後頭部でまとなる。

図3-1-.2 A(点線)又はB事j戟(実線)の

VEP。分析待問1秒、加算回数32問、上が1i.後頭
部でプラスを示す。図左下に基準電圧(1 2.5μV)を

表示した。 1i.後頭(01)-右耳桑の単極誘導2磁波a:加
算王子均。 S，K.，M.H. ，M.H・F.，vcP1、
N2の潜時のズレが点線(A刺戟)と実線(B刺戟)

簡で主主じる。

1ω200 3m 4ω50む60071ω8009ω1，000 

被験者毎にN2、P3の潜時(ms e cで表示)とN2-P3の振桶 (μVで濠示)を測定いそれを系

列毎に表としたのが表 3-1-3であり、それを図に書いたものが爵 3-1- 4である。この表では

N2の潜時はA刺戟の方が長く、 8刺殺では緩いo P3の潜時は逆でA刺戟の方が短く B刺戟の方が長

いという傾向が存するO 国3-1-4によると、系列 1の方が系列 2より振副が大きく、系列 5の方

が系列 4より娠幡が大きい。 (M.H. Fにおいては、逆に系列 5の方が大きい。)この事は、

M.H.F以外tえ凝視点の位置の変動の効果が振婚に影響安与えていないという事を示す。むしろ系列

効果、郎~、 f翼れ Hの効果が生じたとするのが適当である O
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表3-1-3 A京IJi談叉はB京Ij戟のVEPの振幅と潜時。

被験者名 S . K M H F M < H A . K 
系列 見詰験& 潜 待 援 騒 潜 時 振 *1 潜 時 振 幡 潜 E寺 振 申高
凝視点 N2、P3 N2-P3 N2、P3 N2-P3 N2、P3 N2-P3 N2、P3 N2-P3 

B 額 150-260 44.3 180-300 29.0 180-330 27.1 120-210 8.6 

2 B 鼻 150-270 42.8 180-346 25.8 200-330 23.2 1 24-210 9.5 

5 A 鼻 162-260 40.8 220-285 22.5 210-315 26.2 120-210 9.5 

4 A 額 160-265 38.0 220-285 23.0 230-370 19.5 120-200 4.8 

表3-1-3 A叉はB期j戦没1秒間単独提示した時のN2-P3の各被験者毎の振幅と潜持、潜在寺はmsec。

振幅tかVで表示、、みえ Hについての答申は求めなかった。

留3-1-4 各系列における振磁の推移

訟幅(s， ) I ト--叫
40 

3 U ~ 

ミミミ
20 

10 吋
島一戸一--<J

~ 

図3-1 4 表3-1-3の振幅 (N2-P3)のみ

を実験系列毎に表示しt~ x一一x S. K. • 
.M. H.F.. ムーーム M.H.• トーロA.K

被験者により振踊震は違う。物理的な刺戟特性に対する慣れ

と、系7li全体に対する、慣れ州生じているといえる。

主てM.H.j.
tl-t H 
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3-2 ダブル刺i践の視覚誘発電位

図 3-2-1は、第 1刺戟としてのA刺戟を 42 0 ms e c提示し、その offと同時に第 2車IJ戟

としてのB叉はC刺戟を 600msec提示した待の第 1刺戟と第 2刺I哉の左後頭部誘発電位である。

第 1刺戟の誘発電伎は、第 1刺戟onから 1秒簡を分析時間として 32由加算平均してとったもので

ある。第 2刺戟の誘発電位も伺じく、第 2刺戟の提示。おから 1秒間を分析時間としてる 2図加算平

均してとったものである。表示は、両誘発電{立の前半 50 0 ms e cを切りとり行った。国の左が第 1

京j戟のVEPで、右は第 2京lJ戟のVEPである。

この図で注目すべき点は、次の 2点である。

①第1刺戟AのVEPに比して第2刺戟B又はC刺戟のVEPは顕著に小さい。

②関の点線で示された系列(A→C提示)で、は、第 2刺戟のP3がはっきり認められる。 A→B

系列では、第 2刺戟のVEPのP3成分は顕著に認められない場合がある。
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図3-2-1 継時提示した時の第 1刺殺と第2刺戟の視覚誘発電位

SK 

一-A→B 顔
---A→B 顔
....A→C 顔

ーデ斗司

図五一 2-1 ti..後額一右耳染単緩誘導、 A

刺殺のVEPと、 B又はC車1J戟のVEPは独自に

とった。分析時間1秒、加算民数32問。図示し

た心は記録された誘発電位の前半、各500

msec 、上はti..後頭で正の緩姓O::示す。図左上

に基準電位(1 2.5μV)そ表示した。記録は各被

験者毎に行い、実線は、第 5系列jのVEP破線は

第4系列jのVEP、点線は第7系列のVEPを示

す。点線(第 7系列-A→C)の第 2刺殺のVE

PのP3が顕著であるo
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表 3-2-2

被験者 S K 島i . H . F M H A K 

系糾整 潜 時振幅 潜 E寺振編 潜 持振犠 潜 時振幅

列数点 N2， P3 I N2-P3 Nz. P3 IN2-P3 N2、 P3I N2-P3 N2. P3 IN2-P3 

t額
160-260 38.8 180-280 2る5 210-360 22.2 120-220 5.7 

5 
170-260 13.3 250-340 7.8 210-370 11.1 110-200 7.6 

A 160-250 42.5 220-290 30.3 220-360 17.6 120-215 ふ7
ず求め l d 開 160-270 10.0 240-350 5.0 230-400 6.9 110-200 3.2 

?鼻 150-280 28.5 220-310 26.0 21日-310 22.2 11 0-21 5 1 0.1 
求ずめ7 

C 180-320 14.0 220-300 10.3 210-300 15.3 110-270 7.1 

A 160-260 35.3 220-300 20.5 220-380 17.6 110-218 4.2 
8 F 顔

160-260 14.5 220-380 6.0 195-38日 5.3 118-210 7.1 

A 140-270 5虫3 220-300 16.0 210-385 23.6 110-205 7.1 
ff F 通量

140-240 12.8 220-350 3.0 180-38日 7.2 110-248 7.1 

江lSe c μv msec μv msec μV ms e c μV 
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表3-2-2、ti.後頭一右王手ダ単極誘導、加算321!君、分析時間1秒、樹齢μV表示。 (N2-P3のpeak
to peak)N2、P3の同定は、 3-1による。

図 3-2-3 系列によるVEPの変動
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閣当 -2-3，0-一世はA見事j哉の振幡、 ・一一・はB見事j帯主の援
事語、縦軸;こμVをとった.各被験者毎に表示。

表 3-2-2は、 A→B、A→Cと

継時提示した時のA、B、C刺戟の

VEPのN2、P3の潜時と、 N2-P3

振臓を差是にしたものである。尚、第百系

列は、 A→B提示で、 1回毎に第 2刺戟

の、みえH の報告を求め、顔と報告のあ

った試行の加算によるVEPであり、第

8'系7'Ui主、霊長と報告のあった時のVEP

である。図 5-2-3は、表3-2-2

のN2-P3振輔のみを各被験者毎に、系

列毎に図示したものである。叉、関 3-2

-4は、第1刺戟と第 2車IJ紋のN2-P3

振編の比の値を系列毎、被験者毎に示し

たものである。歯 3-2-3のうち、報

告を求めない系列(5、6、 7系列〉で

は、 A・K ・をのぞいて全ての被験者

で、第2束IJ戟のVEPのN2-P3振幅が

第 1東IJ戟のVEPの振幅に比して非常に

小さい。 4人の被験者全員で、第 2刺戟

のN2-P3振幅は、東Ij戟内容・凝視点の

位置を変数として変動する。即ち、第 1

刺戟と全く違う刺戟内容をもっC刺戟を

第2JliIJ戟として提示しt-:l!寺、第2剰蹴の樹高

は最大となり凝視点が鼻の位置にあり、 perceptとしては、第 1車IJ戦が、有倶IJの顔 Hそして、第

2刺殺は、右側の顔はそのままで、次に左側jの顔がでて南側に顔がみえるグ となる確率が高くなる

時、第2刺戟のVEPの振幅は最小となる。そして凝視点が綴にある時、 per(:eptとしては、第

2刺戟は盃にみえる磯率が高くなる持、 VEPの振幅は、凝筏点が鼻の時より大きい。
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以上の事は、第1束IJ戦のVEpが大きく出る事により、

第2東Ij戟のVEPが干渉をうけ、一種の forward

maskingを構成しているといえる。叉そのmasking:!lま

は、第 2東IJ戟の percept即ち Rみえグによって相奥する。

第1車IJ戟と第2東IJ戟とが、物理的にも、 1みえN としても全

く違う時(第7系列A→c)、 masking:!lをは、最小で、
物理的に問じで‘も、みえH が違う時、 masking:!l量は

、みえH も殉じ時と比較して小さいといえる。そして、この

!時、第 1刺戟のVEPの振幅もある種の対応を示している。

国3 2 - 4 は、第 1 東Ij戟と第 2 東 IJ戟の VEPの振幅の比~

各被験者毎に系列をX札比の値をY軸にしてプ口ットしたものなあ

とb これによると第5系列 (A→Bで凝視点、額)と第7系列tにほぼ

同じ〈らいの比の値をとり、第d系列(A→Bで灘視点奥〉の比の

僚のみカ決き¥'6もしVEPが束i戯の物理的性質tこ依存して変動す

る傾向が高いならlえ第5系列と第6系列が似た比の値をとって

よいはずである。又、刺戟の網膜的位置に依存して変動するならば、第 6系列と第 7系列の比の値が

似てくるはずである。よって第 5系列と第 7系列の億が他と比較して大きいのは、第 1刺戟と第 2刺

戟の、みえ Hエニ perceptと、間刺殺の、みえ 11i誌の関係が、比の鐙にあらわれていると考えてよ

い。却も、 A-+B系列で凝視点が鼻にある時、右側の顔ー→左倶IJの顔と、等価なものが継時的に出たと

いう perceptが成立する確率が高い。一方凝視点を額においた持、右側の顔→左側jの顔(南側の

顔)とみえる場合もあるが、盃の半分がでて盃がでるという perceptや右側の顔がでて盃がでる

という perceptが報告されるようになる口とすれは凝視点を額におし、対立第2刺戟のperceptに対

する第1束l駒こよる forward masking量入凝視点を鼻にした時抗撤して小さいという事になる。そ

こで次に我々 t入実験Hとしてpercept の内和こ依存してVEPの樹高カ宅変動するかとL、外曜にうっとb

SlI]， 

κ~司句メれlHF
. 、岡町。SK
企柳尚一-4MH・m明白蜘向4・AK

高 z 総告内在
柏 市i 凝然ゐ

A刺戟の振幅(μv)
凶五一 2-4R=

c、，B事11戟の振綴(.av) 
Rの{値は系列によってかなちの変動があ与

が、会被験者がほぼ同じ傾向を示す。

×一一xM H. F. 0-0  S. K. 

ム一一ムM.H. ・一一・ A. K。
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perceptの差異とVEP

第8系列では、 A→Bと刺戟を提示し、 B東IJ戟の off後、各試行毎に、 B束IJ戟が盃にみえたカヰ湾

側の顔にみえたかの報告宏させた。これを1'系列45試行で5系列行な¥，¥.顔と報告された諸子32民盃と報告

された試行 32閣をATAC201でカ噂平均し九(肱 H. Fについては、 2 0試行しか顔とL、う報

告がとれなかったので20由加算のVEPをとり、それに対応して還という報告のVEPも20由加

算とした。〉歯 3-3-1は4人の被験者についてのVEPを図示した。点線はh 益 Nと報告のあっ

たVEPで勢調は顔と報告のあったVEPであと>0 (導出法その他は以前と再じ)なお閣の左側主級戦のVEP

で右側は時i織のVEP である。これを、機な顕隔についで表にしたのカ液3-2~2、樹IJjîvこ"'?\，、て国にしたの

が関3よ2-3である。叉、第 1刺戟と第 2刺戟のtむの値は(R )、関 3-2-4に国示した。 4人の被

験者全員で、盃とみえた時の方が顔とみえた持の報告より比の伎は大きい。物理的制戟条件は同じで

あり、第 1刺戟のperceptり産出までの時間(即ちP3の出現までの時間〕を保証した上で第 2刺

戟を提示し、第 2刺戟の、みえH のみを報告させたのだから、顔という報告のVEPと査という報告

のVEPにおいて、 arousalによる差異は、問者共に等しいと考えられる。とすれば、第 1刺戟

-100-
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における、顔という報告のVEPと盃という報告のVEPの差異(顔く盃)を含めて、向者の差異

は、同一刺戟条件に対する生体内の処理の義典、すなわち産出される perceptの差異に帰される

と考えてよい。

本実験では、 Vertex導出のVEPもとった。しかし各成分の確定が困難な為、報告する事は、

後日にゆずった。

S. K I 

A.K 

percptの差異とVEP

-般という報告の¥'E P 

-.託 YEP

A 刺戟 8 刺戟

100 200 300 400 100 200 30臼 400 500 

第 4主主 考 察

誘発電位の研究は、研究者簡におけ

る誘発電位そのものの変動が激しいので、

今回は、他の研究者の発想を本実験の

dataにあてはめる事により考察を行う

事とする。 Shelburne(19 72) 

は、アルファベァトを三文字一定問踊を

おいて提示した持、諜題の解決に決定的

な東'J戟の誘発電位にP3の顕著な増大が

みられるとしている。そして、課題解決

に決定的な刺戟が第1文字刺戟の時はそ

れにP3の増大があり、第 3文字刺戟の

時は第 5文字刺戟にP3の増大がある。

すなわち順序性にかかわらず、 PHま

d邑 cisionmakingに決定的な刺

殺に対してのみ大きくなるのである。叉

Sheatz & Chapman( 1 9 69) 

は4つの刺戟を調査時的に出し、その内の

週五-3-1 左後頭ー右:ヰ桑単極誘導、分析時間1秒。加二つがdecision makingに決定的

算関数32 IIDo J二は左後演で疋の極性a:示す。基準君主位は図5ーである時、後に出されるところの decision
2-1に同じ、記録は各被験者毎に行い、実線は顔という報告の
VEP、点線はffiという報告のVEP、図左側は第H略戦Aの誘 makingに決定的な東'J斡の方が前のそれよ

発電位、右側は第2刺戟Bの誘発電位、第1事u戟のVEPIこ振幅りも P3が大きくなるとしている。
の差が大きくでる。 もしこの発想、の下で本実験の data

を考えるならば、第5、第 6、第7系列で、第 1刺戟のVEPが第2刺戟のVEPよりも顕著に大

きいのだから、第1刺戟が decision m昌kingに決定的な刺戟であると震える。ところがこの

傾向は、第 8系列即ち、第 2刺戟のperceptの産出を被験者に議題として与えた時もそのまま第

1刺戟の方が第 2刺戟よりも N2-P3の振幅は大きかった。(A.K.においては、第1刺戟と第

2刺戟のN2-P3振繍はほぼ等しい。〉本実験では第 1刺戟と第2刺戟の刺戟開備を 420msec

と非常に短くしたのでChapman達と比較しえないかもしれない。しかしそうだとしても、decision

mak i n g以外の要因を考えなければ次の実験dataは理解しえない。溺ち、第5、第6系子氏A→B)

で、第1刺戟と第2刺戟がpe r c ep tとして似ている場合に比較して、第7系列却ち、第 2刺戟と
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して C刺戟が提示された時の方が、第2刺載のVEPのN2-P3振幅は大きい。もし、 decision

mak i ngのみが誘発電位の振鰻に影響を与えるとすれば、第 2刺戟として B刺戟を出しても C刺戟

を出してもかわらないはずである。

ところでSutton遼(1 965、1967)は、 P3と関係するものとして uncertainty

(複数刺戟闘の出現比=出現確率〉という概念を提示している。叉、 Sutton(1969)は、一

定の出現確率の下でも、向じ刺戟が続く場合、後に出る東IJ戟のVEPの振幅は小さくなるとしてい

る。とすれば、第 7系列で刺戟がA→Cと出される時、 C東i織のVEPの振幅が8東IJ戦が出される第

5第6系列と比較して大きくなる事は、理解しうる。(なぜなら、 A束IJ戟と B刺戟との類似度はC東IJ

戟よりも大だから。〉叉、第 5系列と第 6系列の比較で、第 5系列の第2来事裁のVEPの振騒が、第

6系列よりも大きいのも、 perceptとして産出されるものが、第 5系列では第 1車Ijt裁と第2耳目戟

で同じと報告する確率カ河民〈、第6系列では高いという事により uncertaintyて鋭明がつくと思われる。

(第5系列の凝視点が額の時、第 2刺戟の、percept"は顔と濯が 5: 5もしくは 4.るであり、

第6系列で、凝視点鼻の時、圧倒的に顔という確率が高い。)しかしながら本実験で決定的に重要なの

は、出現確率が perceptの出現確率であって違う射戦の出現確率でない毒事である。 Sut t 0 n 

(1969)はuncertaintyの特徴が刺戟の物慾的差異を基盤としている点であるといっている。

Sutton逢(1 965、 19 6 7、19 6 9 )のuncertainty概念では説明しきれないもう 1

つの実験 dataは、第8系列の dataである。言言語報告として盃が報告された時は顔が報告された

時に比べて、第 1刺戟においては、 4人のうち 5人でそのVEPのN2-Pき欄節士、より大であり、第 2

刺戟は 5人でVEPの振幅は等しいか小である。そして第 1刺戟と第 2車Ij戟の振編の比は 4人全員に

おいて、査と報告された方が大であった。この事は、 uncertaintyの考えによれば、凝視点が額に

あるのだから、顔にみえる確率が低く、盃にみえる確率が高い結果にすぎないと言えるo (第 2刺戟

のVEPのNZ-P3振騒の変動のみを考えればその通りである。もし、 uncertaintyがpercept

とかかわって論議しうるならば……)しかしそれでは、第 1策IJ戟の変動の説明がつかない。顔とみえ

る時と査とみえる時とで差は生じないはずである。ところで、 Smi t h e t a 1. ( 1 9 7 0 )は、

task relevanceの概念を、左右どちらの王手から情報が来たかという点にあてはめ、 P3の変

動は、たとえば左側!の王手からの情報が task relevantな情報の時、左耳からの刺戟のP3が大

きく、右耳からの刺戟のP3が小さくなるのでなく、新戦内容(文字orクりブク)にしか対応する

変動がみられない事を明らかにした。この点は、本実験の dataとつながる部分がある。郎ち、 P3

の変動は、刺戟の物理的性費にも影響~うけるが、むしろ刺戟に対する生体の反応内容に影響をうけ

ると考えてよい。我々は仮説で、 N2-P3の振幅は、東i織内容に対応する脳内代替物=

r e p r c s e n t a t i on or t r a c eの活性化言いかえれば、 traceの解発郎'b. read outの

示擦であると仮説した。この点についての考察にうつる。本実験において我々は、それぞれを単独

提示するとVEPのN2-P3振幅がほぼ等しくなるA刺戟とB又はC東Ijl戟を第 1東IJ戟、第 2刺戟とし

両者の刺戟on間関縞を短くして提示した。これは第 1刺戟が第2剣戟に干渉な与える状況を設定す

る為であるO 第 1刺戟Aの情報処理は長くともほぼ 40 0 ms e cで終るであろう(古塚 & 北島

(1970))。みえの段階ではそれゆえ相互作用は生じないが、 VEPの振幅吋からfまで減
少する。このVEPの振幅の減少は、第 1束IJ戟で活性化した符経細胞集団が、第2刺戟の提示でもう

一度活性化しえない事だと考えるとすれば、第 5系列と第d系列では、凝視点の位置は違うが向じ刺

戟がA→Bと両系列で出されるのだから、第 2刺戟のVEPの振幅に差はないはずであるO なぜなら
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来日戟の物理ふ記量、言し、かえれば網膜上の刺戟配置を問題にすれば、第 1刺戟により活性化する純抱

集団と第 2刺戟により活性化する締臆集団関の一致度には差異がないはずだからである。ところが本実

験の dataでは、第 5系列の第 2東Iji裁のVEPの振幅の方が、第6系列のそれよりも大きい。とすれ

ば両者に差異が生じるのは、主として情報処理過程の後半すなわち encoding後り read out過

程に差異が存ずるゆえだと考えられる O つまり産出する perceptが違ってくる事によるのである。

第 6系列では、凝視点は鼻の位置にあるO それゆえ、第 1東Ij戟は右側jの顔、第 2刺戟は同じ形の左側

の顔がそれに志保つったとみえる確率が高い。とすれば、第 1刺戟で活性化する readout過程におけ

る細胞集担と第 2刺戟で活性化する readout過程における細胞集団の一致度は高いと予測できる。

本実験のVEPの振幅はこの予測と合う結果を示し、第2東臓のVEPは第6系列で劇、の掛高となってい

とb第5系列ですま凝視点は額の位震にあとb第1東i蹴はそれゆえに、右側iの顔とみえる場合があると共に、蕊の

半分カ渇ええる場合がでてくる。 (M.H. F.の実験後報告による)。そして第2刺戟は盃とみえる確率が

第 6系列時よりも増大する。査とみえる場合、第 1刺戟と第 2刺戟の統合を含むと考えられるから

(古塚 & 北島 19 7 0 )、 read out過程における、第 1刺戟により活性化する細胞集団と

第 2東Ij戟により活性化する細胞集団の一致度は、 perceptとして、顔→還とみえた時一番低く、半

分の盃→査と第1京織が第2束!臓に統合化される場合でも、開棚機関の一致震は顔→顔(第6系列)に比して

小さいといえる。本実験のdataは第5系列における第2東!殿のVEPの振陥ま第6系列のそれより大である。

又第7系列でt入制戟としてA→Cと提示し、 A束i撤とC京i殿は物現約配置でも、みえとしても相違するの

で第 1刺戟により活性化する細胞集団と第 2刺戟により活性化する細砲集団との一致度は、第九 6

系列と比較して低いといえる。よって本実験でt主、第 2束IJ戟のVEPの振騒が最大となった。

ところで国 3-2-3にみられるごとく、 4人の被験者のうち 5人の被験者で、第 2東Ij戟のVE

Pの調高の増減に対応して第1東臓の樹齢鴻依するという現象がみられ九この事右明らかにする九図3-2

-4において我々は第1来i撤と第坊戦のVEPの蹴躍の比をとっ九 4人の被験者全員亡第6系列におし、て比

の値は最大となり、第九第7系列で出ぎ等しし、比ρ伎となった。この事は、実験状況として第 1刺戟の提

示時・閣を 420msec として第1刺戟の read out過程の活性化を保証した事によるのであろう。

即ち、 VEPを示襟として用いた実験は、必然的に、試行を多数回くり返す必要がある。よって各刺

軟に対応する脳内における代替物=representation or traceは、試行をくりかえす

事により安定化ーすると共に、脳内で相互干渉を始めると思われるO もしこの事が仮説しうるならば、

第6系列においては、 prceptが顔→顔となるがゆえに、第 1刺戟に対する readout過程が優

勢となりそれにともない第 2刺戟の read out 過程の独自性が失われる事により、第 1刺戟と第2

刺戟の比の値の増大を結果するのであろう O 叉第5、第7系列においては、第 1刺戟と第 2東IJi戦の

percept違う確率が高いので、第 1東Ij戟の readout過程と第 2新戦の readout過穫とは相

互に独自性をもっている O よって第 1東IJ戟P3の低下、第2東1織のP3の増大となると考えられるO

第B系列では、凝視点額、 A→B提示で¥産出される perceptのみが相呉する条件(刺戟は物理

的に言って全く同じ。)で、 VEPの振幅に相違が生じるか宏みたo dat aは、第2東i織が顔とみ

える報告があった時と盃と報告があった時のVEPの振編は、 2人の被験者で、顔と報告のあった待

の方が大きい。しかし全員を通して考えると差はないと震える。ところが第 1刺戟のVEPの振幅の

は、顔の方が小さく盃の方が大きい。(3人で)よって第 1刺戟と第 2刺戟のVEPの振幅の比の

値は、顔>盃が4人の被験者全負でみられた。この事は上記と問じく、議とみられた持は活性化する

紛胞集屈の一致度が高く、顔とみられた時一致度は低いと考えてよいと思われる。
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本実験では、脳内における刺戟代替物の活性化即ち、 read out過程の活動状態、の示標として

N2-P3振騒を用い、 perceptの産出によって示される read outの違いがN2-P3振幅に反

吹されるか在検討した。本実験では特に、第 1刺戟と第 2刺戟を継時的に提示し、第 1東IJ戟により

read outされるものが、第 2刺戟の read out過程にどのような影響を与えるかたN2-P3

振幅を示標として分析した。結果は仮説を検証したと思われるが、 VEPの研究においては、他の様

々の要閣を確定し、統制する事が国難な為、完全に検討しえたかは、今後の分析を必要とする。
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